
■ 「道の駅」が『地方創生・観光を加速する拠点』となり、ネットワーク化を通じて活力ある地域デザ
インにも貢献するため、「道の駅」第３ステージの取組を総合的に推進します。

(８) 「道の駅」第３ステージの推進

・全国に1,198駅設置（R4年8月）
・「防災道の駅」39駅の選定(R3年6月) や「防災拠点自動車駐車場」

として道の駅332箇所指定(R4年3月)

＜背景／データ＞

○「防災道の駅」※1や「防災拠点自動車駐車場」を中心
に「道の駅」の防災機能強化を推進

「防災道の駅」イメージ

・防災機能の
整備・強化を
交付金で重点支援
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防災訓練について
国のノウハウを
活用した支援
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○「道の駅」の利用実態等のデータを活用して、
「道の駅」の安定運営や地域全体の発展につなげる
取組を実施し、得られたノウハウを全国周知［防災拠点化に向けた取組］

地域の防災拠点機能
を持つ道の駅

その他の道の駅

広域的な防災拠点機能
を持つ道の駅

・地域の一時避難所 等

• 自衛隊、警察、テックフォース
等の救援活動の拠点

• 緊急物資等の基地機能
• 復旧・復興活動の拠点 等

○衛生環境の改善の推進やキャッシュレス決済、
通販・EC対応等の取組の横展開を促進

【モデルプロジェクトの実施】

4 道路空間の安全・安心や賑わいの創出

【現場支援の強化】

［モデルプロジェクトのイメージ］

［リニューアル事例］

○施設の老朽化等の課題に対し、リニューアルへ活用
可能な支援メニューの紹介や、相談窓口の設置等、
現場支援を強化

(道の駅「むつざわスマートウェルネスタウン・道の駅・つどいの郷」)

リニューアル前 リニューアル後（左:全景、中央:市場、右:つどいのハコ）
右側写真出典:「道の駅むつざわ つどいの郷」https://mutsuzawa-swt.jp/

ノウハウの
全国周知

○道の駅の安定運営
新サービス展開による経営
の安定化

○地域全体の発展
地域課題の解決方策を検討し、
地域全体の発展に寄与

○「防災道の駅」等において、災害時にも活用可能な高
付加価値コンテナ※2や、再生可能エネルギー発電設備
（太陽光パネル等）等の設置を推進

【防災機能強化の取組】

【ニューノーマル・地域センター化の対応】

※1:「防災道の駅」選定要件
①都道府県の広域的な防災計画及び新広域道路交通計画での広域的な防災拠点としての位置づけ
②建物の耐震化、無停電化、通信や水の確保等により、災害時でも業務実施可能な施設と、

2,500m2以上の駐車場を備えており、BCP（業務継続計画）が策定されていること
（あるいは、選定後3年程度で施設や体制を整える具体的な計画があること）

※2:高付加価値コンテナの活用推進
休憩や地域振興等のサービス提供が可能な可動式コンテナを「道の駅」に設置し、災害時には被
災地へ運搬して広域的に活用することを検討。直轄事業費(15,953億円)の内数



道の駅における可動式コンテナの設置について

○ 道の駅「猪苗代」における可動式コンテナの設置について、令和５年の試行設置を目指し、
民間団体が猪苗代町とともに検討中。

○ 猪苗代町が設置した「道の駅『猪苗代』地域創生推進協議会」に、東北地方整備局が参画。
〇 道の駅「猪苗代」における取組に、国としても必要な協力を実施し、その知見を全国に展開。

※令和５年度 直轄事業費(15,953億円)の内数

■道の駅における可動式コンテナの活用（イメージ）

出典：医療・防災産業創生協議会

■防災道の駅「猪苗代」の防災機能強化
（設置者：猪苗代町、道路管理者：福島県）
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オブザーバー
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防災道の駅の選定を契機に、防災拠点や交通拠点、
地域活性化など更なる地域創生に向けた以下の取
り組みを官民で検討
・広域的な防災拠点としての機能強化
・交流人口の拡大、移動手段の充実
・観光・地域活性化、更なる魅力増進


